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ま え が き 

 

 

 景気の緩やかな回復基調を背景に、有効求人倍率は 2015 年度平均で 1.23 倍と 24 年ぶりの

高水準に達し、完全失業率も同 3.3％と 19 年ぶりの水準に低下するなか、人材（人手）不足

が顕在化している。そこで、企業労使の動向を把握するため、毎年、テーマを変えながら実

施している本調査においても、これを取り上げることとした。 

 

 人材（人手）不足の実態を把握し、それが企業経営や職場、労働者に及ぼす影響を明らか

にするとともに、人口減少下における経済の持続的な成長に向けた労働力確保のあり方等を

展望するため、企業とそこで働く労働者を対象にアンケート調査を実施した。 

 

本報告書が、今後の政策論議の活性化に資すれば幸いである。調査の実施に当たり、ご協

力いただいた企業・労働者の方々に、厚く御礼申し上げたい。 
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